
　

10
月
２
・
３
日
の
両
日
、
田
子
町
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
「
第
25
回
に
ん
に
く

と
べ
ご
ま
つ
り
」
が
大
黒
森
２
２
９
ド

ー
ム
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
会
場
に
詰
め

か
け
た
町
内
外
か
ら
の
行
楽
客
お
よ
そ

７
７
０
０
人
が
、「
田
子
牛
」
と
「
た
っ

こ
に
ん
に
く
」
を
思
う
存
分
に
味
わ
い

ま
し
た
。

　
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

大
勢
の
人
が
田
子
牛
を
特
製
に
ん
に
く

だ
れ
で
口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
り
ご
満

悦
！　

ま
つ
り
の
目
玉
の
「
田
子
牛
の

丸
焼
き
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
長
蛇
の
列
が

で
き
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
多
彩
な
公
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
に
ん
に
く
と

ば
し
大
会
や
町
の
特
産
品
が
当
た
る
抽

選
会
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

たっこ
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はじめてのハッピーバースデイ
平成21年10月に生まれた満１歳のお友だちです。

●菊地悠
ゆ う ま

馬ちゃん
Ｈ21.10.21

（道前・男の子）
食べることが大好きな
悠馬。これからも好き
嫌いなく食べ、丈夫に
たくましく成長してね。

　私は小さい頃から、同じ年頃の
いとこと過ごす時間が大好きで
した。大きくなるにつれて、独立
や引越しなどでなかなか会う機
会もなくなってきましたが、長い
間会っていなかったとしても、な
んとなくそんなに時間が経って

いないような、いつも近くにいたようなそんな気がす
るものです。しばらく会ってなくても、いつものよう
に、他愛のない話をしたり、昔話をしたり、冗談を言
いあったりできます。まるで昔のように一緒に遊んで
いたときのように、不快な思いをお互いすることなく、
冗談を言いあったりもします。
　そして、今回気がついたのは、田子の人たちとも同
じような気持ちを覚えるということです。相米まで自
転車をこいだり、ガーリックセンターで暇つぶしをし
たり、ホームステイをしたり、どこにいても家族とい
るような安心感に包まれていました。
　ふるさとの田子町に戻ってくるということは、私に
とってどんなに大切なことか。ここでの生活が私自身
を作り上げたと言っても過言ではありません。私の妻
や、子ども、家、食事、政治に対する考え方、信条そ
して子どもたちに対する教育は、まさに田子での経験
によって大いに感化されています。
　これまでの19年間、ほんとうにありがとうございま
した。これからの19年間も、よろしくお願いします。

（上写真）
丸焼きをバック
にスマイル

（右写真）
にんにくとばし
大会。世界記録
は……？

大盛況のバーベキューコーナー

田子牛のジューシーさが口いっぱいに

惜しい！ にんにく重量当てコーナー

第
25
回
に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り

●田子町を訪問して…グレッグ・ポゾさんメッセージ



2議会だより
問のマークは「お問い合わせ先」の意味です

★
一
般
質
問

◎
ご
み
減
量
と
分
別
に
つ
い
て

▼
千
葉
議
員

　

最
近
は
資
源
ご
み
の
分
別
に

よ
り
、
ご
み
減
量
化
に
取
り
組

む
団
体
が
増
え
て
い
る
。

　

青
森
市
民
グ
ル
ー
プ
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
、１
人
１
０
０
グ
ラ
ム
減
量
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
20
％
を
目
標
に

掲
げ
て
い
る
。

　

三
戸
町
で
は
、
六
日
町
老
人

ク
ラ
ブ
が
平
成
19
年
８
月
か
ら

始
め
て
、
回
収
総
量
が
72
ト
ン

強
、
そ
の
売
り
上
げ
は
１
０
０

万
円
を
超
え
て
い
る
と
い
う
。

　

目
標
は
、
１
人
１
日
１
０
０

グ
ラ
ム
削
減
。
年
間
分
別
回
収

総
量
20
ト
ン
、
三
戸
町
ご
み
の

１
割
、
４
４
０
ト
ン
削
減
、
処
理

経
費
削
減
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

町
民
一
人
一
人
が
ご
み
減
量

を
心
掛
け
る
こ
と
で
、
ご
み
処

理
経
費
削
減
と
地
球
温
暖
化
に

歯
止
め
が
か
か
る
。

　

ご
み
減
量
に
つ
い
て
、町
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
か
伺
う
。

▼
町
長

　

ご
み
対
策
は
、
す
べ
て
の
自

治
体
が
共
通
に
抱
え
る
、
将
来

的
に
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

町
で
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
を
効
率
、
効
果
的
な
取
り
組

み
と
し
て
と
ら
え
、
自
治
会
や

関
係
機
関
と
連
携
を
し
て
、
処

理
ご
み
と
資
源
ご
み
の
分
別
排

出
、
分
別
収
集
の
環
境
整
備
を

進
め
て
い
く
。

　

取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
２

月
に
各
自
治
会
長
か
ら
推
薦
を

受
け
た
廃
棄
物
減
量
推
進
員
を

各
自
治
会
単
位
に
配
置
し
、
正

確
な
ご
み
の
出
し
方
、
分
別
排

出
の
点
検
、
指
導
、
不
法
投
棄

の
巡
視
を
役
割
と
し
て
、
自
治

会
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

ま
た
、
自
治
会
等
の
地
域
団

体
３
団
体
を
資
源
ご
み
集
団
回

収
モ
デ
ル
団
体
と
し
て
指
定

し
、
町
の
全
額
補
助
で
資
源
物

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
建
設
し
て

い
る
。
地
域
住
民
の
利
便
性
や

評
価
、
実
効
性
等
を
検
証
し
な

が
ら
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
。
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
活
用

し
た
資
源
ご
み
の
売
り
上
げ
収

入
と
三
戸
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
集
団
回
収
報
償
金
が
自
治
会

の
収
入
と
な
り
、
自
主
活
動
の

財
源
を
生
み
出
し
、
そ
の
上
、

町
の
負
担
で
処
理
す
る
収
集
ご

み
の
減
量
に
な
り
、
処
理
負
担

金
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
。

◎
幼
稚
園
舎
の
老
朽
化
に
つ
い
て

▼
千
葉
議
員

　

田
子
幼
稚
園
は
、
昭
和
44
年

４
月
に
開
園
さ
れ
て
お
り
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

▼
町
長

　

幼
稚
園
舎
は
、
建
築
か
ら
41

年
を
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
木
造
の
建
物
の
温

か
さ
が
あ
り
、壁
や
天
井
は
時
々

塗
り
か
え
を
し
て
、
落
ち
つ
き

と
和
み
を
感
じ
る
よ
う
な
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

も
屋
根
や
外
壁
の
補
修
の
ほ

か
、
ト
イ
レ
の
簡
易
水
洗
化
や

職
員
室
の
床
の
修
繕
、
あ
る
い

は
ハ
チ
や
ア
ブ
な
ど
の
防
虫
対

策
と
夏
場
の
健
康
面
を
考
慮
し

て
、
廊
下
や
教
室
に
網
戸
を
設

置
し
、
環
境
面
の
改
善
に
留
意

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
は
冬
場
の
対
策
と
し
て

玄
関
の
風
除
室
の
設
置
を
考
え

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
必
要
の

都
度
、
手
を
加
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

建
築
後
50
年
を
目
安
と
し
て

建
て
替
え
を
計
画
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◎
町
民
の
声
に
つ
い
て

▼
山
本
議
員　

　

各
種
総
会
に
出
席
し
て
ど
の

よ
う
な
要
望
や
意
見
を
得
た
か
。

ま
た
、
時
間
が
あ
け
ば
町
民
か

ら
状
況
を
聞
き
に
歩
い
て
い
る

と
発
言
し
て
い
た
が
、
地
域
の

声
は
今
ど
う
で
あ
る
の
か
。
さ

ら
に
、
22
年
度
の
政
策
、
23
年

度
以
降
に
取
り
組
む
予
定
と
し

て
指
示
し
た
も
の
が
あ
る
か
。

▼
町
長

　

生
活
道
路
の
整
備
や
消
火
栓

の
ホ
ー
ス
の
更
新
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
見
直
し
、
除

雪
、
財
政
運
営
の
こ
と
な
ど
の

意
見
、
要
望
が
あ
る
。
道
路
補

修
の
生
活
環
境
整
備
な
ど
、
す

平
成
22
年
９
月
定
例
会

　

定
例
会
は
９
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
平
成
21
年
度
各
会
計
の
決
算
を
は
じ
め
、
議

案
８
件
を
審
議
し
、
全
議
案
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
掲
載
は
全
文
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●千葉健一郎議員

●松橋良則町長

●山本晴美議員



　
3 議会だより

ぐ
に
実
行
で
き
る
も
の
は
実
行

し
、
若
者
定
住
対
策
な
ど
、
時

間
を
か
け
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
も
の
は
、
予
算
や
手
法
等

も
含
め
て
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
昨
年
度
の
地
域
座
談
会
で

は
、
広
域
農
道
の
県
道
交
差
点

の
案
内
板
設
置
や
葉
た
ば
こ
の

病
害
虫
対
策
へ
の
助
成
の
継
続

な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
て
お

り
、
案
内
板
に
つ
い
て
は
こ
の

10
月
ま
で
に
は
完
成
予
定
で
あ

り
、
葉
た
ば
こ
対
策
に
つ
い
て

も
継
続
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
町

民
の
声
を
お
聞
き
す
る
機
会
を

充
実
す
る
た
め
、
サ
ン
モ
ー
ル

バ
ス
待
合
所
に
目
安
箱
を
設
置

し
た
。

　

22
年
度
に
組
み
入
れ
た
政
策

と
し
て
は
、
生
活
環
境
の
整
備

と
し
て
西
舘
野
町
営
住
宅
進
入

路
の
改
修
、住
宅
環
境
の
整
備
、

町
道
上
野
線
の
改
修
等
、
そ
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便

性
の
向
上
対
策
と
し
て
バ
ス
路

線
の
延
長
、
役
場
前
な
ど
へ
の

バ
ス
停
の
増
設
、
待
合
所
の
設

置
等
、
そ
し
て
子
育
て
支
援
対

策
と
し
て
保
育
料
の
３
分
の
１

補
助
、
日
本
語
教
室
の
開
設
、

庁
舎
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

の
た
め
、
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
や

カ
ウ
ン
タ
ー
の
改
善
等
を
行
っ

た
。
ま
た
、
教
育
の
充
実
の
た

め
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の

配
置
や
田
子
高
校
の
特
色
化
を

進
め
て
い
る
。

　

23
年
度
以
降
の
取
り
組
み
は
、

少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
出
産

祝
金
や
特
別
保
育
の
実
施
、
定

住
促
進
対
策
と
し
て
若
者
定
住

促
進
住
宅
の
整
備
、
に
ん
に
く

対
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
る
。

◎
農
業
を
守
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

▼
山
本
議
員

　

町
長
は
、
農
業
を
基
幹
産
業

と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
振
興
を

図
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
手
間

取
り
が
高
齢
化
し
、
引
退
す
る

方
が
増
え
、
作
付
面
積
を
維
持

で
き
な
い
と
い
う
声
を
耳
に
す

る
が
、
現
状
と
対
策
を
伺
う
。

　

に
ん
に
く
の
春
腐
れ
病
や
セ

ン
チ
ュ
ウ
被
害
等
、
品
質
低
下

の
要
因
と
な
る
が
、
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
、
組
織
的
、
計
画

的
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
。

▼
町
長　
　
　
　

　

将
来
の
担
い
手
の
高
齢
化
も

考
慮
し
、
人
的
作
業
の
削
減
を

図
る
た
め
、
各
種
補
助
事
業
等

の
活
用
に
よ
り
、
機
械
化
の
導

入
を
積
極
的
に
指
導
、
推
進
し

た
い
と
考
え
る
。

　

今
年
度
、
に
ん
に
く
の
イ
モ

グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ
ウ
汚
染
拡
大

防
止
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

農
家
の
意
識
改
革
を
促
す
た
め
、

掘
り
取
り
前
に
イ
モ
グ
サ
レ
セ

ン
チ
ュ
ウ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

配
付
し
、そ
の
周
知
を
図
っ
た
。

ま
た
、
21
年
度
よ
り
、
県
農
業

普
及
振
興
室
三
戸
分
室
と
連
携

し
、
被
害
ほ
場
に
薬
剤
散
布
に

よ
る
試
験
を
実
施
し
、
そ
の
効

果
を
検
証
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
今
年
度
の
作
柄
に
お
い
て

効
果
が
見
ら
れ
る
の
で
、
今
後

も
農
協
、
関
係
機
関
と
連
携
及

び
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
継

続
し
て
取
り
組
み
、
検
証
結
果

を
公
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
山
本
議
員

　

町
は
、
我
が
町
固
有
の
に
ん

に
く
の
実
現
に
向
け
、
研
究
、

増
殖
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
我
が
町
の
耕
地
は
少
な

く
、
輪
作
が
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
、
同
じ
ほ
場
で
何
年
も
作

付
す
る
こ
と
で
病
気
や
害
虫
の

被
害
が
発
生
し
て
い
る
ほ
場
が

多
い
。

　

種
子
受
け
入
れ
の
た
め
の
ほ

場
づ
く
り
や
適
正
管
理
、予
算
、

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

▼
町
長

　

種
子
受
け
入
れ
に
必
要
な
施

設
、
ほ
場
確
保
等
の
予
算
に
つ

い
て
は
、
23
年
度
か
ら
必
要
経

費
等
を
計
上
し
、
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
増
殖
ほ
場

候
補
地
の
選
定
及
び
確
保
、
運

営
等
の
細
部
に
つ
い
て
は
、
た

っ
こ
に
ん
に
く
推
進
会
議
の
中

で
検
討
し
、
対
応
し
て
い
き
た

い
。

◎
㈶
田
子
町
に
ん
に
く
国
際
交

流
協
会
の
運
営
と
地
域
及
び
産

業
振
興
に
つ
い
て

▼
山
本
議
員

　

町
長
は
、
町
政
と
国
際
交
流

協
会
の
双
方
を
掌
握
す
る
こ
と

に
な
っ
た
が
国
際
交
流
協
会
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
ま
た
、

ガ
ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
と
フ
ェ

ザ
ン
通
り
の
一
体
的
振
興
と
町

内
産
業
の
振
興
強
化
に
つ
い
て

の
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

▼
町
長　
　

　

収
益
事
業
の
根
幹
で
あ
る
事

業
か
ら
取
引
業
者
の
撤
退
と
い

う
今
回
の
非
常
事
態
に
当
た

り
、
国
際
交
流
協
会
の
今
後
を

見
据
え
た
場
合
、
行
政
と
緊
密

な
連
携
の
も
と
、
収
益
事
業
の

維
持
、
雇
用
等
を
考
え
、
早
急

に
経
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
総
合
的
な
判
断
か

ら
、
私
が
会
長
に
就
任
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
公
益
法
人

制
度
改
革
の
実
施
に
伴
い
、
平

成
25
年
11
月
末
の
期
限
ま
で
に

新
制
度
法
人
へ
移
行
申
請
を
し

な
い
場
合
は
解
散
と
な
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
財
団
と
し

て
新
し
い
方
向
づ
け
が
必
要
と

さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
そ
の
こ

と
を
見
据
え
、
経
営
の
方
向
づ

け
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
具
体

的
に
は
、
理
事
会
に
お
い
て
経

営
改
善
策
に
つ
い
て
検
討
中
で

あ
る
。

　

隣
接
す
る
フ
ェ
ザ
ン
通
り
商

目安箱が設置されたサンモールバス待合所
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店
街
の
活
性
化
及
び
町
内
産
業

の
振
興
強
化
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

◎
県
境
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄

物
の
推
計
量
の
見
直
し
に
つ
い
て

▼
尾
形
議
員

　

廃
棄
物
等
の
総
量
が
増
加
し
、

県
境
再
生
対
策
室
が
推
計
量
を

見
直
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
町

の
見
解
と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

▼
町
長　

　

町
は
、
廃
棄
物
及
び
汚
染
土

壌
の
全
量
撤
去
を
最
優
先
す
る

考
え
か
ら
、
増
加
し
た
廃
棄
物

等
の
全
量
撤
去
の
期
間
が
平
成

24
年
度
で
終
了
せ
ず
、
平
成
25

年
度
ま
で
延
び
る
こ
と
は
や
む

を
得
な
い
と
考
え
る
が
、
県
に

は
可
能
な
限
り
速
や
か
に
全
量

撤
去
が
終
了
す
る
よ
う
要
望
を

し
て
い
く
。こ
の
点
に
つ
い
て
、

議
会
と
も
連
携
を
し
つ
つ
、
ご

協
力
を
仰
ぎ
た
い
。

◎
今
後
の
㈶
田
子
町
に
ん
に
く

国
際
交
流
協
会
に
つ
い
て

▼
尾
形
議
員

　

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
に
ん

に
く
と
国
際
交
流
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
き
た
財
団
法
人
田

子
町
に
ん
に
く
国
際
交
流
協
会

で
あ
る
が
、
取
引
業
者
の
契
約

期
間
満
了
に
よ
る
撤
退
で
、
今

年
度
の
決
算
は
落
ち
込
む
と
予

想
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

修
正
の
決
算
見
込
み
を
伺
う
。

▼
町
長

　

今
年
度
の
決
算
見
込
み
、
経

営
方
針
並
び
に
今
後
の
事
業
展

開
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
で
検

討
中
で
あ
る
。

◎
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

▼
尾
形
議
員

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
予
防

が
で
き
る
現
在
唯
一
の
が
ん
が

子
宮
頸
が
ん
と
い
わ
れ
て
い
る
。

政
府
は
来
年
度
予
算
に
盛
り
込

む
と
い
う
が
、
町
は
早
期
に
取

り
組
む
考
え
は
な
い
の
か
伺
う
。

▼
町
長

　

助
成
に
向
け
て
検
討
し
て
い

る
市
町
村
も
あ
る
が
、
副
作
用

の
情
報
等
が
充
分
で
な
く
、
ま

た
、費
用
が
高
額
で
あ
る
た
め
、

な
か
な
か
踏
み
切
れ
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

　

町
は
、
国
の
方
針
が
決
定
次

第
対
応
し
た
い
。

◎
葉
た
ば
こ
に
つ
い
て

▼
尾
形
議
員

　

立
ち
枯
れ
病
に
つ
い
て
町
長

は
現
状
を
把
握
し
て
い
る
か
。

葉
た
ば
こ
の
減
収
が
見
込
ま
れ

る
が
、
対
策
を
講
じ
る
の
か
。
薬

剤
購
入
補
助
金
の
拡
充
、
抜
本

的
解
決
を
図
る
た
め
の
農
地
ブ

ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
そ

の
た
め
に
は
、
農
地
の
貸
借
等

に
よ
る
流
動
化
が
不
可
欠
と
思

わ
れ
る
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
よ
り
た
ば

こ
税
が
増
税
に
な
る
こ
と
で
愛

煙
家
の
た
ば
こ
離
れ
が
予
想
さ

れ
、
耕
作
者
は
消
費
の
落
ち
込

み
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
が
、

町
長
の
認
識
と
対
策
、
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

▼
町
長　
　
　
　

　

立
ち
枯
れ
病
の
発
生
状
況
は
、

葉
た
ば
こ
耕
作
振
興
会
に
情
報

の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
度
発
生
の

詳
細
は
現
在
調
査
中
で
、
９
月

上
旬
に
は
判
明
す
る
と
伺
っ
て

い
る
。

　

葉
た
ば
こ
は
企
業
と
生
産
者

の
契
約
生
産
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
は
減
収
に
対
す
る
対
策

は
考
え
て
い
な
い
が
、
耕
作
面

積
の
20
％
を
超
え
る
被
害
と
な

っ
た
場
合
に
は
、
葉
た
ば
こ
災

害
援
助
金
制
度
が
適
用
さ
れ
る

と
伺
っ
て
い
る
。

　

薬
剤
購
入
補
助
金
の
拡
充
に

つ
い
て
は
、
被
害
状
況
の
判
明

を
待
っ
て
、
葉
た
ば
こ
生
産
振

興
会
等
と
協
議
を
し
な
が
ら
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

　

農
地
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
立

ち
枯
れ
病
菌
の
菌
密
度
低
減
に

は
有
効
な
一
方
策
だ
と
思
っ
て

い
る
が
、
当
町
は
耕
地
面
積
が

少
な
い
と
い
う
大
き
な
課
題
を

持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

は
耕
作
振
興
会
が
取
り
組
む
有

効
な
方
策
等
の
情
報
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。
土
地
の
貸

借
等
の
事
案
が
出
た
場
合
に
は

農
業
委
員
会
の
指
導
を
仰
ぐ
こ

と
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

た
ば
こ
税
の
増
税
に
つ
い
て

は
、
生
産
者
の
立
場
、
町
民
の

健
康
面
と
い
ず
れ
の
立
場
も
理

解
し
て
い
る
つ
も
り
だ
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
対
策
は
考
え
て

お
ら
ず
、
原
則
的
に
は
国
の
政

策
に
準
じ
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
る
。

●尾形憲男議員

◎９月２日（議員全員協議会・９月定例会時）
　猛暑による農作物の被害状況調査

◎９月13日（総務・文教常任委員会）
　田子町各学校訪問
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議
会
議
員
在
任
４
期
15
年

（
平
成
７
年
初
当
選
）。
田
子

町
議
会
副
議
長
、
総
務
常
任

委
員
会
委
員
長
、
議
会
運
営

委
員
長
、
議
会
経
済
建
設
常

任
委
員
会
副
委
員
長
、
農
業

委
員
、
監
査
委
員
等
歴
任
。

柳
田
正
雄
氏
（
旭
日
単
光

章
）

　

88
歳
を
迎
え
た
柳
田
正
雄
さ

ん
（
元
田
子
町
議
会
議
員
）
に
、

10
月
７
日
、松
橋
町
長
か
ら
「
勲

記
・
勲
章
（
旭
日
単
光
章
）」
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
柳
田
さ
ん

は
現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
み
ろ
く
苑
」
に
入
苑
し
て

故
小
野
寺
康
氏
（
旭
日
単

光
章
）

　

故
小
野
寺
康
さ
ん
（
田
子
町

議
会
副
議
長
）
に
、９
月
14
日
、

松
橋
町
長
か
ら
「
勲
記
・
勲
章

（
旭
日
単
光
章
）」
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
（
長
男
の
圭
人
さ
ん
が

受
領
）。
町
長
は
、「
町
議
会
副

議
長
、
議
員
と
し
て
、
永
き
に

渡
り
町
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た

小
野
寺
さ
ん
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
」
と
し
て
、
故
人
の
功
績

を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

し
た
。

【
故
小
野
寺
康
さ
ん
の
略
歴
】

昭
和
10
年
生
ま
れ
。
田
子
町

ト
ピ
ッ
ク
ス

い
ま
す
。
町
長
は
、「
町
議
会

議
員
と
し
て
、
永
き
に
渡
り
町

の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
柳
田
さ

ん
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と

祝
辞
を
述
べ
、
功
績
を
た
た
え

ま
し
た
。

【
柳
田
正
雄
さ
ん
の
略
歴
】

大
正
11
年
生
ま
れ
。
田
子
町

議
会
議
員
在
任
６
期
24
年
間

（
昭
和
31
年
初
当
選
）。
田
子

町
議
会
総
務
常
任
委
員
会
委

員
長
、
文
教
常
任
委
員
会
副

委
員
長
、
農
業
委
員
、
監
査

委
員
等
歴
任
。

祝
・
平
成
22
年
度

田
子
町
敬
老
会

　

９
月
17
日
、
平
成

22
年
度
田
子
町
敬
老

会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
昭
和
11

年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
75
歳
以
上

１
３
５
０
人
が
対
象

と
な
り
、
そ
の
う
ち

５
１
４
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

顕
彰
の
伝
達
で

は
、
今
年
１
０
０
歳

に
な
っ
た
坂
本
マ
ツ

ヱ
さ
ん
（
道
前
）
と

佐
藤
み
わ
さ
ん
（
杉

椛
山
浄
水
場
で
安
全
祈
願
祭

　

町
で
は
今
年
度
、
椛
山
水
系

上
水
道
の
安
全
な
供
給
を
図
る

た
め
、
紫
外
線
処
理
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
と
な
り
、
９
月
８

日
、
椛
山
浄
水
場
で
「
椛
山
紫

外
線
処
理
施
設
整
備
工
事
」
の

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
耐
塩
素
生
病

原
微
生
物
を
紫
外
線
照
射
に
よ

り
感
染
力
を
な
く
し
、
安
全
な

水
道
水
を
供
給
す
る
も
の
で
す
。

地
上
１
階
、
地
下
１
階
、
延
べ

床
面
積
１
０
２
平
方
メ
ー
ト
ル

の
浄
水
棟
が
建
設
さ
れ
、
紫
外

線
照
射
装
置
２
機
を
備
え
た
機

械
室
と
水
質
計
器
室
、滅
菌
室
、

遠
方
監
視
装
置
が
整
備
さ
れ
ま

す
。
工
期
は
平
成
23
年
３
月
10

日
ま
で
で
す
。

　

松
橋
町
長
は
、「
冬
期
間
の

本
）
に
内
閣
総
理
大
臣
祝
状
と

青
森
県
知
事
顕
彰
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
米
寿

を
迎
え
る
45
人
の
方
々
に
田
子

町
長
顕
彰
状
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
松
橋
町
長
、
県
、
田
子
町

議
会
議
員
、
福
祉
関
係
者
な
ど

多
く
の
方
々
が
参
列
し
て
長
寿

を
祝
福
し
、
田
子
保
育
園
の
園

児
が
花
束
を
贈
り
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
同
園
児
や
田
子
高
校
郷
土

芸
能
部
、
文
化
団
体
が
踊
り
や

演
技
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。

写真中央が長男の圭人さん

柳田正雄さん（前列右）を囲んで
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工
事
に
な
り
ま
す
。
安
全
に
留

意
し
、
事
故
な
く
完
成
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

田
子
小
４
年
生
が
県
境
産

廃
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
見
学

　

９
月
28
日
、
田
子
小
学
校
４

年
生
44
人
が
、
県
境
の
不
法
投

棄
産
業
廃
棄
物
を
セ
メ
ン
ト
の

原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

い
る
八
戸
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
会
は
、
青
森
県
が

田
子
町
や
処
理
施
設
周
辺
の
小

学
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

田
子
小
学
校
４
年
生
は
、
社

会
の
授
業
で
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
同
社
員

京
都
在
住
）
が
初
め
て
来
町
さ

れ
ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
多
く
の
町

か
ら
、
県
境
の
廃
棄
物
が
セ
メ

ン
ト
を
作
る
原
料
の
一
つ
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
セ
メ
ン
ト
の
作
り
方
、
ど

ん
な
物
に
使
わ
れ
て
い
る
か
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、

工
場
を
見
学
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、「
古
タ
イ
ヤ
も
セ
メ
ン
ト

作
り
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
廃

棄
物
が
セ
メ
ン
ト
に
な
る
こ
と

が
分
か
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

歓
迎
・
交
流
！　

姉
妹
都

市
ギ
ル
ロ
イ
市
一
行
訪
問

　

10
月
１
日
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
で
姉
妹
都
市
ギ
ル
ロ
イ

市
一
行
の
訪
問
を
歓
迎
す
る
パ

ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
訪
問
し
た
の
は
、
２
０

１
０
ガ
ー
リ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
長
（
初
代
田
子

町
国
際
交
流
推
進
員1991

〜

1992

）
の
グ
レ
ッ
グ
・
ボ
ゾ
さ

ん
と
同
ク
イ
ー
ン
の
ロ
ー
レ

ン
・
イ
ワ
ナ
ガ
さ
ん
、
同
実
行

委
員
の
ア
ラ
ナ
・
ラ
ド
ゥ
キ
さ

ん
の
３
人
。
そ
し
て
、
交
流
に

尽
力
さ
れ
た
テ
ッ
ド
・
内
田
さ

ん
の
奥
様
の
万
貴
子
さ
ん
と
、
お

母
様
の
大
山
寿
々
枝
さ
ん
（
東

り
」
に
参
加
す
る
な
ど
友
好
を

深
め
ま
し
た
。

民
が
参
加
し
て
歓
迎
し
ま
し
た
。

一
行
の
５
人
へ
は
花
束
や
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
、田
子
町
に
は
、

ギ
ル
ロ
イ
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
同
姉
妹
都
市
協
会
か
ら
記
念

の
置
き
時
計
、
テ
ッ
ド
内
田
さ

ん
と
万
貴
子
さ
ん
か
ら
は
寄
付

金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

草
の
根
交
流
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委

員
会
長
か
ら
同
サ
ミ
ッ
ト
へ
の

寄
付
金
の
感
謝
状
が
松
橋
町
長

へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
２
日
・
３
日
の
「
第

25
回
に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ

一行の訪問を歓迎し、花束と記念品が贈られる

乾杯！　右から松橋町長、グレッグさん、ローレンさん、アラナさん 感謝状が大山寿々枝さんから松橋町長へ

メッセージを読む万貴子さん



　
7 公民館情報

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

掲
載
し
て
い
る
方
に
は
11
月
中

に
ご
案
内
の
は
が
き
（
往
復
は

が
き
）を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

該
当
者
で
町
内
在
住
者
、
町
出

身
者
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
方
で
参
加
を
希
望
す
る
方

平
成
23
年
田
子
町
成
人
式

該
当
者
名
簿

　

平
成
23
年
１
月
９
日
（
日
）

田
子
町
成
人
式
を
実
施
し
ま
す
。

該
当
者
は
平
成
２
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
す
。
名
前
を

は
中
央
公
民
館
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
成
人
の
み
な
さ
ま

か
ら
返
信
用
は
が
き
に
参
加
の

有
無
と
合
わ
せ
て「
成
人
宣
言
」

を
書
い
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
下
田
子　

塚
本
唯
人　

前
田

裕
介　

塚
本
彩　

三
田
彩
乃
▼

向
山　

池
田
咲
良
▼
衣
更　

舛

田
宏
樹　

舛
田
康
鷹
▼
七
日
市

久
保
成
顕　

佐
藤
剛　

清
水
明

薫　

白
山
直
樹　

長
畝
健
人　

仁
科
翔　

矢
守
勝
紀　

山
崎
広

貴　

林
映
里　

澤
口
飛
鳥　

原

田
千
代
美
▼
矢
田
郎　

加
藤
正

義　

岩
間
彩　

三
田
真
優
美
▼

野
月　

葛
川
智
寛　

日
向
大
助

山
市
い
つ
み
▼
野
々
上　

橋
本

彩
香　

山
田
千
里
▼
川
向　

立

本
駿
貴　

沢
口
美
香　

立
本
藍

土
川
優
子
▼
川
代　

欠
端
真
理

佐
藤
佳
奈
子
▼
清
水
頭　

下
川

純
二　

今
井
優
美　

尾
形
由
貴

▼
干
草
場　

上
沢
洋
貴　

中
平

千
晶
▼
西
舘
野　

國
田
魁　

才

川
優
希　

西
村
祐
紀　

山
本
翔

大　

尾
形
美
翔　

福
田
み
さ
き

村
田
恵
里　

花
木
史
緒
里
▼
上

相
米　

田
川
志
穂　

田
川
知
誉

山
内
睦
子
▼
上
風
張　

北
村
洸

香　

坂
上
紘
美
▼
南
風
張　

鹿

嶋
将
佑　

川
村
維　

小
舘
裕
介

▼
北
側　

前
田
大
樹　

村
上
千

尋
▼
南
側　

堀
川
詞
音　

井
畑

恵
理
奈
▼
中
本
町　

鈴
木
克
也

▼
下
本
町　

川
守
田
大
樹　

古

田
駿
介　

簗
田
千
尋
▼
サ
ン
モ

ー
ル　

櫛
引
健
太　

才
川
剣
太

▼
雀
ヶ
平　

畠
山
準
人　

吉
田

友
大　

西
野
春
菜
▼
野
面　

川

端
恵
李　

川
端
菜
美
子
▼
飯
豊

薄
木
拓
郎　

内
沢
佑
介　

福
田

侑
輔　

内
沢
美
沙
紀　

佐
藤
江

里
子　

三
田
千
里
渚
▼
原　

岩

間
三
典　

原
田
慎
也
▼
道
地　

伊
藤
洸
▼
石
亀　

齋
藤
安
李
▼

杉
本　

赤
牛
勇
太　

大
磯
文
貴

田
畑
真
樹
▼
道
前　

平
山
佳
織

▼
嘉
沢　

藤
村
さ
つ
き　

藤
村

友
紀　

船
場
彩
乃
▼
関　

中
村

好
智
▼
新
田　

中
山
智
喜　

花

木
千
佳

秋
晴
れ
の
奥
入
瀬
渓
流
を

満
喫

　
「
第
２
回
元
気
に
歩
こ
う
大

会
」
を
９
月
26
日
、
奥
入
瀬
渓

流
遊
歩
道
で
行
い
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
日
差

し
が
、
深
い
木
立
や
美
し
い
渓

流
を
照
ら
す
中
、
参
加
者
38
名

が
元
気
に
歩
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
十
和
田
湖
奥
入
瀬

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の

方
々
か
ら
、
国
立
公
園
の
美
し

い
流
れ
、
滝
、
岩
や
、
渓
流
沿

い
に
茂
る
木
々
な
ど
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
、
石
ヶ
戸
か
ら
子

の
口
ま
で
の
約
９
㎞
の
コ
ー
ス

を
の
ん
び
り
歩
き
ま
し
た
。

　

途
中
、
雲
井
の
滝
付
近
で
昼

食
休
憩
を
と
っ
て
、
渓
流
の
せ

せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
お
弁
当

を
食
べ
ま
し
た
。

　

ま
だ
紅
葉
に
は
早
か
っ
た
の

で
す
が
、
四
季
折
々
に
見
せ
る

奥
入
瀬
の
景
色
を
味
わ
い
ま
し

た
。

　

次
回
も
、「
元
気
に
歩
く
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
企
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。

平成22年成人式の様子

阿修羅の流れでの参加者



8図書館情報

村
上
春
樹

○
こ
ろ
こ
ろ
ろ
／
畠
中
恵

▼
小
説
以
外

○
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
／
武
良
布
枝

○
わ
が
子
の
「
や
る
気
ス
イ
ッ

チ
」
は
い
つ
入
る
？
／
菅
野

純
○
半
島
へ
、
ふ
た
た
び
／
蓮
池

薫
○
く
ら
べ
な
い
生
き
方
／
大
平

光
代

○
日
本
人
の
知
ら
な
い
日
本
語

／
蛇
蔵

○
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
手
芸
／
総
集

編
古
雑
誌
・
古
本
お
持
ち
帰

り
コ
ー
ナ
ー▼

期
間

10
月
23
日（
土
）～

※
本
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

▼
対
象

　

図
書
館
の
貸
出

券
を
お
持
ち
の
中

学
生
以
上
の
方

（
貸
出
券
を
お
持

図
書
館
情
報

気
が
つ
け
ば
、
も
う
降
り
る
駅
。

読
書
週
間
10
／
27
（
水
）
～
11
／
９
（
火
）

「
２
０
１
０
貸
出
ラ
ン
キ

ン
グ
」
特
集

　

読
書
の
秋
で
す
。
図
書
館
で

は
こ
れ
ま
で
の
１
年
間
、
人
気

が
あ
っ
た
本
を
ラ
ン
キ
ン
グ
形

式
で
紹
介
し
ま
す
。
人
気
が
あ

っ
た
本
は
ど
の
本
で
し
ょ
う

か
？　

こ
の

機
会
に
ど
う

ぞ
図
書
館
へ

お
い
で
く
だ

さ
い
。

▼
小
説

○
新
参
者
／
東
野
圭
吾

○
告
白
／
湊
か
な
え

○
心
霊
探
偵
八
雲
８
／
神
永
学

○
１
Ｑ
８
４
／
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
１
／

ち
で
な
い
方
は
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
で
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
）

▼
内
容

　

図
書
館
で
購
入
後
１
年
経
過

し
た
雑
誌
（「
趣
味
の
園
芸
」

「
き
ょ
う
の
料
理
」「
き
ょ
う
の

健
康
」「
お
し
ゃ
れ
工
房
」「
家

庭
画
報
」「
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
」「
Ｌ
Ｅ

Ｅ
」
等
）
は
一
人
３
冊
ま
で
、

除
却
処
理
し
た
古
本
・
文
庫
本

は
一
人
何
冊
で
も
差
し
上
げ
ま

す
。

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
～
土 

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎

20
‐
７
２
２
１

11
月
の
図
書
館
行
事

▼
10
／
27
（
水
）
～
11
／
９
（
火
）

読
書
週
間

▼
11
／
17
（
水
）

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら

ぎ
の
郷

▼
11
／
27
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
遊
べ
る
」
折
り
紙
作
り

※
11
／
13
（
土
）
本
の
読
み
き
か
せ

と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ
は
お
休
み
で

す
。

●情報
▽パソコン入門５冊分！／飯島

弘文／007イ
●社会
▽平林都の接遇道２／336ヒ
▽「働きたくない」というあな

たへ／山田ズーニー／377ヤ
●着物・料理・園芸など
▽きものＳａｌｏｎ'10-'11秋

冬号／593キ
▽日本全国絶品漬物ブック／

596ニ
▽農家の嫁の事件簿／三上亜

希子／611ミ
●きのこ
▽きのこ／新ヤマケイポケッ

トガイド／474コ
▽おいしいきのこ毒きのこ／

大作晃一／657オ
●時代小説
▽ほら吹き茂平／宇江佐真理

／913ウ
▽居眠り盤音江戸双紙「鯖雲

ノ城」「荒海ノ津」「万両ノ
雪」／佐伯泰英／913サ

▽鎌倉河岸捕物控「埋みの棘」
「代がわり」／佐伯泰英／
913サ

▽今朝の春／みをつくし料理
帖／高田郁／913タ

▽炎天の雪／上下巻／諸田玲
子／913モ

▽悪道／森村誠一／913モ
●ミステリー
▽生死を分ける転車台／西村京

太郎／913ニ
▽禁猟区／乃南アサ／913ノ
▽青春の条件／上下巻／森村誠

一／913モ
▽再会／横関大／913ヨ
●そのほかの小説
▽ストーリー・セラー／有川

浩／913ア
▽声出していこう／朝倉かす

み／913ア
▽原稿零枚日記／小川洋子／

913オ
▽青天の霹靂／劇団ひとり／

913ゲ
▽悪人／シナリオ版／吉田修

一／913ヨ
●詩集・エッセイ
▽くじけないで／柴田トヨ／

911シ
▽筆談ホステス母になる／斉

藤里恵／916サ



　
9 お知らせ

問
八
戸
児
童
相
談
所
☎
０
１
７

８
‐
27
‐
２
２
７
１

問
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
９

問
せ
せ
ら
ぎ
の
郷
☎
20
‐
７
１

０
０

裁
判
員
制
度

～
ま
も
な
く
名
簿
記
載
通

知
を
発
送
し
ま
す
！

☆
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通

知
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
の
裁
判
員
候
補
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、

本
年
11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
の
通
知
（
名
簿
記

載
通
知
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
本
来
２
月
頃
か

ら
平
成
24
年
２
月
頃
ま
で
の
間

に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
の

あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え
し
、

あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
こ
の
段

階
で
は
、
ま
だ
具
体
的
な
事
件

の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た

だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併

せ
て
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
こ
の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候

補
者
の
方
の
事
情
を
早
期
に
把

握
し
、
調
査
票
の
ご
回
答
の
内

容
に
よ
り
、
明
ら
か
に
辞
退
が

認
め
ら
れ
る
場
合
等
に
は
裁
判

所
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
て
、
裁
判
員
候

補
者
の
方
々
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
お
送
り
す
る
も
の
で

す
。）
お
尋
ね
す
る
項
目
に
当

て
は
ま
ら
な
い
方
は
、
返
送
し

田
子
町
立
田
子
幼
稚
園

平
成
23
年
度
園
児
募
集
要
項

▼
募
集
園
児　

定
員
90
名

▽
３
歳
児
30
名
▽
４
歳
児
20
名

▽
５
歳
児
21
名

▼
資
格　

▽
３
歳
児　

平
成
19

年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
▽
４

歳
児　

平
成
18
年
４
月
２
日
～

平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
▽
５
歳
児　

平
成
17

年
４
月
２
日
～
平
成
18
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

※
い
ず
れ
も
田
子
町
内
に
在
住

す
る
幼
児
で
す
。

▼
願
書
受
付
期
間

　

11
月
１
日
（
月
）
か
ら
11
月

22
日
（
月
）

　

時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
（
た
だ
し
土
・
日
曜

日
及
び
祝
祭
日
を
除
く
）

　

願
書
は
幼
稚
園
ま
た
は
田
子

町
教
育
委
員
会
教
育
課
（
中
央

公
民
館
）
に
あ
り
ま
す
。

※
所
定
の
願
書
に
記
入
の
う

え
、
田
子
幼
稚
園
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
田
子
幼
稚
園☎

32
‐
２
３
４
０

町
で
は
せ
せ
ら
ぎ
の
郷
の

冬
期
居
住
サ
ー
ビ
ス
入
居

者
を
募
集
し
ま
す

　

こ
の
居
住
サ
ー

ビ
ス
は
、
独
立
し

て
生
活
を
す
る
こ

と
に
不
安
の
あ
る

高
齢
者
を
対
象
に

一
時
的
に
居
室
を
提
供
し
て
高

齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　

入
居
希
望
者
は
次
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

▼
対
象
者

①
町
内
に
住
所
が
あ
る
、
概
ね

65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
、
高
齢

夫
婦
世
帯
な
ど

②
自
立
生
活
が
可
能
で
、
地
域

性
や
住
環
境
、
身
体
状
況
等
に

よ
り
独
立
し
た
生
活
に
不
安
の

あ
る
方

※
次
の
方
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

イ　

自
立
し
て
い
る
が
、
介
助

な
し
で
は
外
出
で
き
な
い
方

ロ　

階
段
の
昇
り
降
り
の
で
き

な
い
方

▼
居
室
数　

個
室
８
室
及
び
夫

婦
部
屋
１
室

▼
入
居
期
間
（
予
定
）

　

平
成
22
年
12
月
１
日
（
水
）

か
ら
３
カ
月
の
入
居
で
す

※
必
要
に
応
じ
て
入
居
延
長
が

可
能
で
す
。

▼
受
付
期
限

　

11
月
10
日
（
水
）
ま
で

▼
そ
の
他

　

入
居
決
定
に
つ
い
て
は
、
調

査
・
審
査
の
後
、
11
月
中
旬
に

個
別
に
通
知
し
ま
す
。

問
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
９

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
で
す

「
見
す
ご
す
な
幼
い
子
ど
も
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
」（
平
成
22
年
度
標
語
）

　

言
葉
に
で
き
な
い
子
ど
も
の

悲
鳴
を
、
見
な
い
、
聞
か
な
い
、

も
虐
待
で
す
。

　

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
「
虐
待

を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」

が
い
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
最
寄

り
の
児
童
相
談
所
や
役
場
福
祉

課
に
連
絡
（
通
告
）
し
て
く
だ

さ
い
。
通
告
は
子
ど
も
を
守
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　

連
絡
し
た
人
の
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
出
産
や
子
育
て
に
悩

ん
で
い
た
ら
、
児
童
相
談
所
や

役
場
福
祉
課
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

「年金相談」が開設されます
　八戸年金事務所による「年金相
談」が開設されます。
　公的年金について、記録の確認・
年金のお受け取り・保険料の納付
や免除など、ご相談をお受けいた
しますので、この機会に是非お越
しください。
▼日時
　11月17日（水）
　午前10時～午後３時
▼場所
　田子町役場２階第１会議室
問八戸年金事務所
　☎０１７８‐４３‐７３６９
※ご来場の際は「身分証明書」、「年
金手帳」等をご持参ください。ご
本人以外の方がご来場の場合は「委
任状」も必要となります。

お
知
ら
せ
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情
報
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「
広
報
た
っ
こ
」
で
は
、「
私
の
好
き
な
風
景
写
真
」「
セ
ピ
ア

色
の
風
景
」
な
ど
、
み
な
さ
ん
か
ら
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
内
広
報
係
☎
20
‐
７
２
２
９

セピア色の風景

昭和52年、田子町文化祭会場の
旧中央公民館別館。その跡地は
現在、南側地区の親水公園とな
っています。

第
12
回

田
子
町
文
化
祭

（
昭
和
52
年
）

　

た
だ
し
、
平
成
19
年
度
〜
平

成
21
年
度
に
特
別
慰
労
品
（
旅

行
券
等
引
換
券
な
ど
）
を
受
け

て
お
ら
れ
な
い
方
は
、
当
基
金

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
請
求
書

類
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

問
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
事
業
部
特
別
給
付

金
担
当
☎
０
５
７
０
‐
０
５
９

‐
２
０
４
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

☎
03
‐
５
８
６
０
‐
２
７
４
８
）

▽
受
付
時
間　

平
日
午
前
９
時

～
午
後
６
時
（
土
曜
、
日
曜
、

祝
日
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

税
を
考
え
る
週
間
と
は
？

　

11
月
11
日
（
木
）
か
ら
17
日

（
水
）
ま
で
は
「
税
を
考
え
る

週
間
」
で
す
。

　
「
税
」
の
仕
組
み
や
役
割
な

ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
考

え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。「
Ｉ
Ｔ
化
・
国

際
化
と
税
」
を
テ
ー
マ
に
情
報

を
提
供
し
、「
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
﹃
イ
ー
タ
ッ
ク

ス
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）﹄
の
周
知

及
び
利
用
促
進
」
を
重
点
的
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

八
戸
税
務
署
で
は
、
次
の
行

事
を
開
催
し
ま
す
。

○
納
税
表
彰
式　

11
月
11
日

（
木
）
グ
ラ
ン
ド
サ
ン
ピ
ア
八
戸

○
税
に
関
す
る
作
品
展
示
（
イ

ラ
ス
ト
・
標
語
・
作
文
・
習
字

等
）
11
月
５
日
（
金
）
～
11
月

11
日
（
木
）
ラ
ピ
ア
１
階
フ
ェ

ス
タ
プ
ラ
ザ

問
八
戸
税
務
署
☎
０
１
７
８
‐

43
‐
０
１
４
１　

平
成
22
年
分
年
末
調
整

説
明
会

▼
日
時
・
場
所

○
11
月
16
日
（
火
）
①
午
前
10

時
～　

②
午
後
２
時
～　

八
戸

市
公
民
館

○
11
月
17
日（
水
）午
前
10
時
～

　

八
戸
市
公
民
館

○
11
月
18
日（
木
）午
後
２
時
～

　

五
戸
町
立
公
民
館

○
11
月
19
日（
金
）午
後
２
時
～

　

三
戸
町
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

八
戸
税
務
署
管
内
市

町
村
の
源
泉
徴
収
義
務
者
（
青

色
個
人
事
業
者
を
除
く
）

問
八
戸
税
務
署
☎
０
１
７
８
‐

43
‐
０
１
４
１

て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

辞
退
の
申
し
出
が
で
き
る
時

期
や
期
間
等
に
何
ら
の
制
限
を

設
け
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
調
査
票
で
辞
退
を
申
し

出
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
実
際

の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選

ば
れ
た
際
に
お
送
り
す
る
質
問

票
で
辞
退
を
申
し
出
て
い
た
だ

く
こ
と
も
、
ま
た
は
裁
判
の
当

日
（
選
任
手
続
等
）
に
辞
退
を

申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可

能
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者

に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求

受
付
が
、
10
月
25
日
（
月
）
か

ら
始
ま
る
予
定
で
す
。

▼
対
象
者　

戦
後
強
制
抑
留
者

で
平
成
22
年
６
月
16
日
に
日
本

国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方

▼
請
求
受
付
期
間

　

平
成
22
年
10
月
25
日
～
平
成

24
年
３
月
31
日

　

当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
お
待
ち
く

だ
さ
い
。
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■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー

　

交
通
安
全
強
調
月
間

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
く

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
秋

の
夕
暮
れ
時
に
多
発
す
る
傾
向

に
あ
り
、
11
月
中
を
高
齢
者
の

交
通
安
全
強
調
月
間
と
し
事
故

防
止
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

◇
運
転
は
絶
対
に
無
理
し
な
い

◇
夜
間
の
外
出
は
反
射
材
の
着

用
、
明
る
い
服
装
に
心
が
け
る

◇
横
断
時
に
最
も
注
意
す
る

◇
自
転
車
は
交
差
点
、
曲
り
角

で
必
ず
安
全
を
確
か
め
る

●
狩
猟
事
故
に
注
意
を

　

狩
猟
の
期
間
に
入
り
ま
す

が
、
毎
年
狩
猟
に
よ
る
事
故
も

発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

重
大
事
故
に
直
結
し
ま
す
の

で
関
係
法
令
を
遵
守
し
無
事
故

に
し
ま
し
ょ
う
。

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

11
月
９
日
は
、｢

１
１
９
番

の
日｣

で
す
。
火
災
・
救
急
・

救
助
な
ど
の
１
１
９
番
通
報
の

時
は
、
係
員
の
問
い
か
け
に
簡

潔
に
答
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◎
１
１
９
番
通
報
の
注
意
点

◇｢

火
事｣

か｢

救
急｣

か
の

区
別
を
は
っ
き
り
と
言
う
。

◇
落
ち
着
い
て
住
所
（
場
所
）、

付
近
の
目
標
物
を
伝
え
る
。

◇｢

火
事｣

ま
た
は｢

救
急｣

の
内
容
を
簡
単
に
知
ら
せ
る
。

◇
あ
な
た
の
名
前
と
、
通
報
し

て
い
る
電
話
番
号
を
教
え
る
。

◎
携
帯
電
話
で
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
運
転
時
は
、
安
全
な
場
所
に

停
車
し
て
か
ら
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
通
報
場
所
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
近
く
の
人
に
聞
く
か
、
周

り
の
建
物
や
看
板
、
電
柱
な
ど

を
見
て
住
所
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
通
報
後
、
消
防
本
部
か
ら
問

い
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
電
源
を
切
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

●
消
防
本
部
通
信
指
令
室
一
般

公
開
（
八
戸
消
防
署
３
階
）

　

正
し
い
１
１
９
番
通
報
要
領

と
、
消
防
車
・
救
急
車
が
出
場

す
る
ま
で
の
仕
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

▽
日
時　

11
月
６
・
７
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

問
消
防
本
部
指
令
情
報
課
☎
０

１
７
８
‐
44
‐
２
１
３
５

情報スクランブル

　

大
き
さ
は
ス
ズ
メ
ぐ
ら
い
で
、
の

ど
の
辺
り
が
白
く
、
肩
か
ら
腹
に
か

け
て
赤
い
色
を
し
て
い
る
。
マ
シ
コ

と
は
猿
の
こ
と
で
、
名
前
の
由
来
は

猿
の
顔
の
よ
う
に
赤
い
と
い
う
こ
と

か
ら
。
写
真
は
オ
ス
。
鳴
き
声
は

「
フ
ィ
ッ
、
フ
ィ
ッ
」
と
口
笛
で
も

吹
い
て
い
る
よ
う
。

（
撮
影
地　

田
子
町
飯
豊
山
中
）

　
〈
日
本
野
鳥
の
会　

会
員
〉

原　

靖
之
（
石
亀
）

田
子
の

　

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ

「
ベ
ニ
マ
シ
コ
」

猛
暑
に
デ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
遊
べ
る
は
二
泊
三
日
の
幼こ

の
夏

休
み 

新
井
田 

衣

二
泊
三
日
の
デ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
遊
覧
に
幼
ら
喜
々
と
小
犬

の
ご
と
く 

新
井
田 

衣

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
刻
み
て
並
ぶ
写
真
老
人
ホ
ー
ム
な
れ
ば
寂

し
き
笑
顔
も 

山
本
静
枝

宴う
た
げ

に
寄
る
親
類
縁
者
の
記
念
写
真
ま
さ
に
一
族
ど
こ
か
似
て

ゐ
る 

山
本
静
枝

彼
岸
入
り
三
代
揃
ひ
て
墓
参
り
先
祖
に
感
謝
と
願
ひ
を
祈
る

 

貝
守
多
恵

年と

し齢
重
ね
日
毎
に
進
む
物
忘
れ
脳
を
鍛
え
て
若
く
な
り
た
し

 

貝
守
多
恵

吾
が
立
つ
は
最
果
て
の
地
竜
飛
岬
奇
岩
に
白
く
波
た
ち
上
る

 

柳
田
麗
子

み
は
る
か
す
蝦え

ぞ夷
は
霞
み
て
見
え
ざ
れ
ど
指
差
す
彼
方
大お

お

い
な
る
島 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸　タプコプ短歌会（代表　柳田麗子） 短
歌



1

●
黄
金
色
の
稲
穂
が

　
実
っ
た
ぞ
！

　

９
月
16
日
の
秋
日
和
の
中
、

５
年
生
の
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

５
年
生
で
は
、
地
域
素
材
を

生
か
し
た
体
験
的
な
活
動
と
し

て
、「
米
作
り
体
験
」
を
総
合

的
な
学
習
に
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
子
ど

も
た
ち
の
感
想
を

い
く
つ
か
紹
介
し

ま
す
。

◎
今
日
は
、
人
生

初
の
稲
刈
り
を
し

ま
し
た
。
家
で
も

米
作
り
を
し
て
い

る
け
ど
機
械
で
や

っ
て
い
る
の
で
、

か
ま
を
持
っ
た
の

は
初
め
て
で
し

た
。
先
生
方
が
刈

り
方
を
教
え
て
く

れ
た
の
で
、
う
ま

く
刈
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
当

に
い
い
体
験
が
で

き
た
と
思
い
ま
し

た
。
家
の
稲
刈
り

も
手
伝
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
稲
刈
り
は
案
外
簡
単
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
け
っ
こ
う
稲

が
切
れ
な
く
て
、
知
ら
な
い
う

ち
に
力
を
使
っ
て
刈
っ
て
い
ま

し
た
。
田
ん
ぼ
に
は
い
ろ
ん
な

虫
が
い
た
り
、
稲
を
観
察
し
た

り
し
な
が
ら
稲
刈
り
が
で
き
ま

し
た
。
稲
刈
り

は
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で

す
。
５
年
生
で

の
親
子
レ
ク
の

「
も
ち
つ
き
大

会
」
が
楽
し
み

で
す
。

　

学
校
田
を
提

供
し
、
毎
日
管

理
し
て
く
だ
さ

っ
た
宇
藤
堅
一

さ
ん
、
そ
し
て

お
忙
し
い
中
お

い
で
く
だ
さ
っ

た
町
赤
十
字
奉

仕
団
の
方
々
、

保
護
者
の
皆

様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

学
校
の
話
題
　 

田
子
小
学
校

誕生
●野方奈

な お き

央希（希予志・奈緒子）／袖平

●川村明
あけみ

美（彰・ミシェル）／矢田郎

●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●齊藤堅作（87歳）水亦
●中野周一（85歳）関上
●山沢石藏（94歳）野面
●平山専次郎（84歳）原
●原田猛夫（78歳）原
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
22
年
９
月
30
日
現
在

世帯数／2272（−２）
人口／6705（＋１）
男／3231（−２）
女／3474（＋３）

（　）内は前月比です

11月の主な保健・介護予防事業予定表
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●11月1日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●11月4日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●11月5日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●11月8日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●11月10日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:30
●11月12日（金）
　２歳半歯科検診
　（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●11月15日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●11月16日（火）
　複合健診
　（都市農村交流センター）午前6:30〜8:30
●11月17日（水）
　複合健診
　（石亀研修センター）午前6:30〜8:30
　乳児健診（せせらぎの郷）午前10:00〜11:30

　献血（せせらぎの郷）
　午前9:30〜午後0:30、午後1:30〜4:00
●11月18日（木）
　複合健診（上郷公民館）午前6:30〜8:30
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●11月19日（金）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●11月22日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
　親子健康相談（田子中学校）午後2:00〜5:00
●11月24日（水）
　親子健康相談（田子中学校）午後2:00〜5:00
●11月25日（木）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30
　親子健康相談（田子中学校）午後2:00〜5:00
●11月26日（金）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　親子健康相談（田子中学校）午後2:00〜5:00
●11月29日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●11月30日（火）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30

●平成22年県内の交通事故概況

飲酒運転による死者

高齢者の死者（65歳以上の人）

自動車乗車中の死者

非着用死者

着用していれば助かった
と思われる人

２人
（±０）

33人
（＋16）

15人
（±０）

７人
（＋１）

３人
（±０）

死
者
の
状
態

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

青森県交通対策協議会　平成22年９月30日現在

	 ９月中	 ９月末累計

 499件 4196件
 （＋１） （−163）

 10人 45人
 （＋８） （＋10）

 600人 5184人
 （−５） （−270）

発
生

死
者

傷
者


